
ふくしま赤しゃもは平成８年に福島県養鶏試験場（現農業総合センター畜産研究所養鶏分場）がシャモを利用して開発

した高品質肉用鶏です。

　現在は川俣町を中心に県内各地で飼育され、平

成17年度の飼養羽数は４万７千羽を越え、今後の

展開が期待されています。

　ふくしま赤しゃもは大型シャモ（レッドコー

ニッシュ♂×シャモ♀）の雄にロードアイランド

レッドの雌を交配して作ったおいしい鶏です。

（図１）

　今回、「ふくしま赤しゃも」の基本能力（発育

や産肉性）を調査しました。結果は「ふくしま赤

しゃも」の標準成績となります。

　このデータが「ふくしま赤しゃも」の生産に携

わる方々にとって役立つ資料となれば幸いです。

　平成17年４月ふ化のふくしま赤しゃも雄雌各270羽、計540羽を使いました。

　給与飼料は、餌付け～４週齢はブロイラー前期用（CP22％－ME3,100kcal/kg）、5～17週動はブロイラー仕上用（CP17％－

ME2,950kcal/kg）の市販配合飼料を不断給与し、水は自由飲水としました。平飼い開放鶏舎で飼養し、飼養密度は最大10羽／

１㎡です。

　デビークは８日齢で実施し、予防接種はＭＤを０日齢、FPを８日齢、NBを11及び34日齢、IBDを20日齢で実施しました。

　体重と飼料摂取量は２週間ごとに調査しました。解体成績は110日齢、120日齢（出荷適期）、130日齢で調査しました。

発育成績各項目（体重・飼料要求率・育成率）を表１に示しました。

なお、出荷適期とされる17週齢（119日齢）の成績は次のとおりです。

　（1）育　成　率：雄　97.4％、雌　98.9％　　 （2）体　　　重：雄　3.33kg、雌　2.44kg

　（3）飼料摂取量：雄　11.48kg、雌　9.63kg　　（4）飼料要求率：雄　3.39、雌　3.95

　解体成績を表２、表３

に示しました。

　生体重に対する正肉

（胸肉、腿肉、ササミ）

重量の割合を求めたとこ

ろ、120日動では雄

38.8％、雌39.5％になり

ました。



　今回の結果を５年前のものと比較したところ、発育成

績、解体成績ともに５年前とほぼ同じでした。このこと

から、当場で管理している「ふくしま赤しやも」の種鶏

の性能には問題が無いことが確認されました。養鶏分場

では「ふくしま赤しやも」のヒナは自信を持って皆様に

提供できます。

表２　解体成績（雄）
図２　ふくしま赤しゃもの体重

表３　解体成績（雌）


